




























































































































































































主査 飯田毅 ⑧ 
審査委員|副査 若本夏美 〈彰
副査 甲元洋子
(要旨)
同志社女子大学表象文化学部英語英文学科助教(有期)、今井由美子より fEFL学習者における
リスニング教育と語集学習Jという論文を添えて博士学位の申請があった。これを受けて公正に
審査委員会が決められ、主査として飯田毅(同志社女子大学学芸学部教授〉、副査として若本夏
美(同志社女子大学表象文化学部教授)ならびに甲元洋子(同志社女子大学表象文化学部教授)の
3名が審査委員として厳正に論文審査にあたった。各委員はあらかじめ申請論文を十分に査読し
た後、主査が各副査ごとに個別に論文に対する意見交換をする機会を設けた。個別の意見交換の
後、 2月5日に公開の口頭試閉会(60分)を開いた。
最初に、甲元副査から口頭試問の概略について説明があった後、改めて申請者に本論文の概要
について述べるように求めた。その後、甲元副査から本論文について論文の内容に関する全体的
な所見と簡単な質問があった。
次に若本副査から、統計処理及び学習方略を中心とする質問があった。語義テストの相互相関
係数の解釈、研究 2の「語糞力とリスニングにおける学習」の因子分析の解釈、発表語集の測
定方法に対する疑問等について鋭い質問がいくつも投げかけられた。
主査・飯田からは、より広い視点から質問があった。リスニング力を測る CELTの妥当性の
根拠、一般的語棄と学問的語葉の違い及び共通性、辞書調Jべ学習課二題の問題点と今後の展望、音
韻、とスペリングの指導に関して phonicsの役割、今後の研究を踏まえて語糞の深さに関する質
問が投げかけられた。
各委員に対する申請者の受け答えは要点を押さえた非常に明確で分かり易いもので、あった。ま
た、その応答は長年英語のリスニングの研究に従事してきたからこそ答えられる内容でもあっ
た。論文には表現されてはいない申請者の知識も披露され、ここに至までの着実な研究の積み重
ねが自ずと明らかになった。よって3名の審査委員は申請者に対して、博士(英語英文学)の学位
授与に十分値するという結論に達した。
